
 

 
 

情報科学部 カリキュラム・ポリシー 

 

情報科学部ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を備えた人材を育成するために、以下

のような方針に基づいて必要な科目を開設し、主体的に学修できる科目運営を取り入れ

るとともに、科目間の連携を高めた体系的カリキュラムを編成する。 

 

１）豊かな人間性を養う共通教育 

総合人間学系と総合理学系に関する教育を通して幅広い教養を身につけ、社会の多様

化や高度情報化に柔軟に対応できる能力を育成する。また、キャリアデザインに関す

る教育により、大学での学修の動機付けを促し、社会人基礎力を養う。 

 

２）実践的な情報技術者を育成する専門教育 

ａ）情報科学の基礎となる「数理科学」では、情報数学、確率・統計などの数理科学

的能力を養い、学科共通的な科目を含む「専門基礎」では専門科目を体系的に学

ぶ上で必要となる基礎的能力を育成する。 

ｂ）「データサイエンス」、「実世界情報」、「情報知能」、「情報システム」、「情報メディ

ア」、「ネットワークデザイン」の各分野の「基幹科目」、「応用科目」により専門

性を高め、さらに「演習科目」での学修を通して専門分野を統合してシステムの

設計、実装力と問題解決力を養う。 

 

３）４年次ではそれぞれの学科で学んだ内容の集大成として「卒業研究」を行い、論理

的思考力、コミュニケーションやプレゼンテーションの総合的能力の育成を図るとと

もに、社会における情報技術の役割や情報技術者の責任などについても理解を深める。 

 

 


